
核燃料サイクルのメリット

ワンススルー
（直接処分）

軽水炉サイクル
（再処理）

高速炉サイクル
（再処理）（※４）

資源の有効利用 × 新たに1～2割の
燃料ができる

軽水炉サイクルより
節約効果大

高レベル放射性
廃棄物の体積

１
＜使用済燃料＞

１/４
＜ガラス固化体＞

１/４～１/７（※５）
＜ガラス固化体＞

高レベル放射性
廃棄物の有害度
の低下（※１）

約10万年
＜使用済燃料＞

約8千年
＜ガラス固化体＞

約300年
＜ガラス固化体＞

コスト 1.0（※２）
（円/kWh）～

1.５（※３）
（円/kWh）～

研究開発段階
のため、試算なし

※１ 廃棄物の有害度が、発電に要した天然ウラン総量の有害度レベルまで低下するのに要する期間
※２ 原子力委員会試算（2011年11月）（割引率３％のケース）
※３ 総合エネ調 発電コスト検証ＷＧ 検証結果（2015年5月）
※４ 軽水炉と高速炉の双方の活用を想定。高速炉では、軽水炉の使用済燃料から抽出したプルトニウム等を活用。
※５ 全体に占める高速炉の割合によって改善

 我が国は、資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の減容化・有害度低減等の観点から、使用済燃料を
再処理し、回収されるプルトニウム等を有効利用する核燃料サイクルの推進を基本的方針としている。

エネルギー基本計画（2018年7月閣議決定）
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